
西脇地区農業集落排水処理区を
西脇地区公共下水道処理区に統
合するための制度改正について

R1.11.6 西脇市 建設水道部



⑭黒田庄小苗地区
⑬黒田庄北部地区

⑪黒田庄地区（公共）
⑫黒田庄中部地区

⑩住吉地区

④中畑地区

⑥日野北地区

③合山地区

⑦明楽寺落方地区

⑨岡崎上王子地区

②水尾地区 ⑤高松地区

①西脇地区（公共）

処理場
公共下水道（西脇地区・流域）
公共下水道（黒田庄地区・単独）
農業集落排水（西脇地区）
農業集落排水（黒田庄地区）

⑧出会地区

農業集落排水処理施設の統合計画

旧西脇市

旧黒田庄町
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汚水処理区の統合以降、建物を新築し、
下水道を使用しようとする場合、

「新規加入金制度」から「都市計画下水道
事業受益者負担金制度」に替わり、

土地の面積×550円/㎡
の負担となる。
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新規加入金とは

農業集落排水処理区域内において、公共ますを設置して
いない宅地に新たに建物を新築し、汚水処理施設を使用し
ようとする者に対し加入金を徴収します。

3

新規加入金

地 区 金額（当初） 金額（10年後）

水尾地区 198,347円 297,521円

合山地区 328,035円 492,052円

中畑地区 272,301円 408,451円

高松地区 286,115円 429,172円

日野北地区 210,836円 316,254円

明楽寺・落方地区 250,037円 375,055円

出会地区 359,694円 539,541円

岡崎・上王子地区 300,834円 451,251円

住吉地区 295,318円 442,977円



都市計画下水道事業受益者負担金とは

公共下水道が整備されると、トイレの水洗化や、
汚水の衛生的な処理など、生活環境が改善されま
す。

このような利益を受ける方に下水道建設費の一
部を負担していただくのが受益者負担金制度です。

公共下水道が整備されている区域内の土地に対
し、その土地の所有者または権利者に550円/㎡の
負担金を求めます。
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平成30年度水道事業会計決算報
告及び経営戦略との比較につい
て

R1.11.6 西脇市 建設水道部



１.平成30年度決算（収益的収支の内訳）

1

当年度純利益
2,334万円

長期前受金戻入
2億3,893万円
（21.1％）

特別利益
739万円（0.7％）

その他の収入
4,691万円
（4.1％）

特別損失
60万円（0.1％）

受水費
1億7,773万円
（16.1％）

支払利息
5,027万円
（4.5％）

減価償却費
5億9,264万（53.5％）

人件費
4,097万円
（3.7％）

薬品動力費
7,196万円
（6.5％）

水道料金収入
8億3,686万円（74.1％）

支 出
11億 675万円

収 入
11億3,009万円

維持管理費などその他の費用
1億7,258万円（15.6％）



2.平成30年度決算（資本的収支の内訳）

2

市（一般会計）からの出資金
1,780万円（12.8％）

借入金の元金返済
1億8,334万円（39.1％）

水道施設の建設 ・
改良工事費
2億8,497万円（60.9％）

今までに蓄えた資金などで
不足を補てんした分
3億2,959万円

その他の収入
902万円（6.5％）

国からの補助金
5,850万（42.2％）

支 出
4億6,831万円

不足額
補てん

企業債
5,340万円（38.5％）

収 入
1億3,872万円



メーターの検針、
料金を徴収するための費用

蛇口まで水道水を送るための費用

施設を整備改良する
ための費用（減価償却費）

原水を飲用にするため
の費用

兵庫県から水道水を
購入するための費用

施設の建設にかかった
借入金利息の支払い

平成30年度

3.平成30年度決算（水道料金費用内訳）

管理や経理に関する費用

※上記の水道事業にかかる費用のうち、総人件費は４円です。
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4.平成30年度決算と経営戦略との比較

4

【収益的収支】 （税抜 単位：千円）

区分 項　目 経営戦略 H30決算 増減 摘　要

給水収益 812,000 836,861 24,861
有収水量 計画値3,828,000㎥ 実績値3,935,777㎥
増減　107,000㎥

その他営業収益 4,000 3,751 △ 249

長期前受金戻入 230,000 238,933 8,933

その他営業外収益 33,000 43,158 10,158

特別利益 0 7,386 7,386

収入　計 1,079,000 1,130,089 51,089

職員費 55,000 40,969 △ 14,031 職員の削減を前倒ししたことによる減

経費 361,000 419,058 58,058

減価償却費 512,000 592,642 80,642

支払利息 50,000 50,273 273

その他営業外費用 2,000 3,213 1,213

特別損失 0 595 595 漏水減免による増

支出　計 980,000 1,106,750 126,750

純損益 99,000 23,339 △ 75,661

繰越利益剰余金 △ 387,000 △ 230,991 156,009

※収益的収支のH30決算は損益計算書（税抜）の数値

収
益
的
収
支



区分 項　目 経営戦略 H30決算 増減 摘　要

企業債 84,000 53,400 △ 30,600 老朽管更新工事費等の入札差金による減

出資金 68,000 17,800 △ 50,200 老朽管更新工事費等の入札差金による減

国庫補助金 30,000 58,500 28,500 補助対象工事の増

その他 10,000 9,021 △ 979

収入　計 192,000 138,721 △ 53,279

建設改良費 409,000 284,969 △ 124,031 老朽管更新工事費等の入札差金による減

企業債償還金 183,000 183,341 341

その他支出 0 0 0

支出　計 592,000 468,310 △ 123,690

資本的収支不足額 400,000 329,589 △ 70,411

400,000 329,589 △ 70,411

0 0 0

307,000 484,090 177,090

補填財源不足額

資金残高

資
本
的
収
支

補填財源

【資本的収支】 （税込 単位：千円）
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平成30年度下水道事業会計決算報
告及び経営戦略との比較について

R1.11.6 西脇市 建設水道部



１.平成30年度決算（収益的収支の内訳）

1

当年度利益
12万円

人件費
6,548万円（3.2％）

長期前受金戻入
6億845万円
（29.4％）

特別損失

219万円（0.1％）

支払利息
3億8,381万円（18.5％）

減価償却費
13億292万円（62.9％）

薬品動力費
4,815万円（2.3％）

一般会計補助金
1,869万円（0.9％）

一般会計負担金
7億3,346万円
（35.4％）

下水道使用料
6億7,170万（32.4％）

支 出
20億7,115万円

収 入
20億7,127万円

維持管理費などその他の費用

1億3,781万円（6.7％）

流域下水道維持管理負担金
1億3,079万円（6.3％）

特別利益
3,840万円（1.9％）

その他の収入
57万円（0.0％）



2.平成30年度決算（資本的収支の内訳）

2

受益者負担金
1,046万円（0.9％）

下水道施設の建設 ・
改良工事費
4億3,487万円（23.2％）

借入金の元金返済

14億3,751万円（76.7％）

今までに蓄えた資金などで
不足を補てんした分
7億511万円

国からの補助金
1億6,450万円（14.1％）

支 出
18億7,338万円

不足額
補てん

収 入
11億6,827万円

その他の収入
69万円（0.1％）

企業債
2億490万円
（17.5％）

市（一般会計）からの出資金
7億8,772万円（67.4％）

投資
100万円（0.1％）



※上記の汚水を処理するための費用のうち、総人件費は３円

汚水を処理するための費用

平成30年度 施設の建設にかかった
借入金利息の支払い

メーターの検針、料金を
徴収するための費用

管理や経理に関する費用

汚水を処理場まで送るための費用

3.平成30年度決算（下水道使用料費用内訳（汚水処理））

施設を整備改良するための費用
（減価償却費）
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区分 項　目 経営戦略 H30決算 増減 摘　要

使用料収入 661,511 671,702 10,191
有収水量 計画値3,436,000㎥ 実績値3,492,000㎥
増減　56,000㎥

その他営業収益 55,362 51,912 △ 3,450 雨水処理負担金の減

他会計補助金 826,971 700,488 △ 126,483 支出の減

長期前受金戻入 578,502 608,454 29,952

その他営業外収益 1,553 312 △ 1,241

特別利益 1,032 38,402 37,370 退職給付引当金戻入の増

収入　計 2,124,931 2,071,270 △ 53,661

職員費 85,568 65,485 △ 20,083 職員１名の減と人事異動による減

経費 347,979 315,512 △ 32,467 維持管理経費の減

減価償却費 1,301,387 1,302,920 1,533

支払利息 385,787 383,808 △ 1,979

その他営業外費用 1,585 1,242 △ 343

特別損失 2,625 2,186 △ 439

支出　計 2,124,931 2,071,153 △ 53,778

純損益 0 117 117

繰越利益剰余金 △ 622,766 △ 310,363 312,403
H29に約3億円の利益剰余金を処分し収益化
（特別利益）したため

収
益
的
収
支

4.平成30年度決算と経営戦略との比較

【収益的収支】 （税抜 単位：千円）
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【資本的収支】 （税込 単位：千円）

区分 項　目 経営戦略 H30決算 増減 摘　要

企業債 197,100 204,900 7,800 H31繰越8,100

出資金 732,797 787,722 54,925 H31繰越880

国庫補助金 191,900 164,500 △ 27,400 H31繰越7,200

その他 9,320 11,147 1,827 受益者負担金の増

収入　計 1,131,117 1,168,269 37,152

建設改良費 415,623 434,869 19,246 H31繰越16,180

企業債償還金 1,437,514 1,437,513 △ 1

その他支出 865 999 134

支出　計 1,854,002 1,873,381 19,379

資本的収支不足額 722,885 705,112 △ 17,773

722,885 705,112 △ 17,773

0 0 0補填財源不足額

資
本
的
収
支

補填財源
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上下水道事業の取組について

R1.11.6 西脇市 建設水道部

～安心と安定を未来につなぐ～



上水道事業の取組

建設水道部

上水道事業の取組



効率化・経営健全化の取組

○統廃合による施設規模の最適化

・春日浄水場の廃止へ

・田高浄水場の運転休止



スリムな整備計画（西脇地区）

平成30年度 日最大給水（配水）量 11,294㎥ 計画の約87％

日最大給水量：3,240㎥（上戸田）＋ 3,330㎥（大木）＋ 6,480㎥（県水）＝ 13,050㎥

津万地区・比延地区

芳田地区

野村地区・重春地区・西脇地区・下戸田・上戸田

日野地区

P

比延地区

P

P

県水受水

8,000㎥（6,480㎥）

第３浄水場

2,030㎥

上戸田浄水場

3,240㎥ 大谷山配水池

芳田配水池

岡之山配水池

春日浄水場 8,000㎥

春日配水池

野中配水池

大木浄水場

3,330㎥

統合

送水 送水・給水（配水） 給水（配水）

H27完了

H27完成

H28完成

予定



大木浄水場

杉
原
川

❾

❺

❽

❼

❻

❹

❶

国道427号

❸

❷

市役所

❿

⓫

春日浄水場

新
流
れ

旧
流
れ

春日浄水場の停止に向けて



春日浄水場
（昭和49年）

令和元年６月から休止



喜多・岡・福地・門柳

黒田・前坂

石原・田高

船町・小苗

大門・津万井・大伏・西澤

黒田浄水場

2,400㎥

黒田配水池

大伏浄水場

650㎥

田高浄水場

1,450㎥

田高配水池

大伏配水池

井

日最大給水量：2,400㎥（黒田）＋ 650㎥（大伏）＝3,050㎥

平成30年度 日最大給水（配水）量 2,236㎥ 計画の約73％

送水 給水（配水） 原水

スリムな整備計画（黒田庄地区）

H29完了



田高浄水場

黒田浄水場

黒田水源地

新黒田配水池

田高配水池

浄水設備休止
※取水井は使用

田高・黒田
取水井戸

一括浄水処理

送水ポンプ

田高・黒田
配水池へＰ

【浄水場統合概要図】



不明水・漏水調査

○春日浄水場の配水区域

○大木浄水場の配水区域



H30 漏水調査業務実施箇所図

【調査概要】
監視型漏水調査 275箇所
弁栓音聴調査 56km
戸別測定調査 2,150戸
路面音聴調査 66㎞
確認調査 26㎞

削減量
約600㎥/日



漏水調査業務➀

監視型漏水調査（設置） 監視型漏水調査（撤去）



漏水調査業務②

弁栓音聴調査 路面音聴調査



漏水調査業務③

確認調査 確認調査



管路の整備・更新

○老朽管の更新

・老朽管の更新と耐震化

・JR軌道下の管更生（コスト縮減と耐震化）



市道 西脇病院線

国
道
４
２
７
号

下戸田住宅

病院P

病院P 病院PH26年度（その１）工事

H28年度（その3）工事

H29年度（その4）工事

φ
1
0
0

φ75

φ75

φ75

国道４２７号

既設VP管から耐震管への老朽管更新工事が完了

H26年度～H30年度
配水管 L=2.4㎞
給水管 N=124箇所
既設VP管 1972（46年経過） 上野交差点

H30年度（その５）工事



耐震管 GX形ダクタイル鋳鉄管



老朽管更新工事（JR軌道下）管更生工法

56年経過後の水道管
（西脇市内老朽管）



下水道事業の取組

建設水道部



公共下水道と農業集落排水の統合

○芳田地区の農業集落排水を流域下水道へ統合

○黒田庄小苗地区の農業集落排水を黒田庄北部
地区の農業集落排水へ統合



⑭黒田庄小苗地区
⑬黒田庄北部地区

⑪黒田庄地区（公共）
⑫黒田庄中部地区

⑩住吉地区

④中畑地区

⑥日野北地区

③合山地区

⑦明楽寺落方地区

⑨岡崎上王子地区

②水尾地区 ⑤高松地区

①西脇地区（公共）

処理場
公共下水道（西脇地区・流域）
公共下水道（黒田庄地区・単独）
農業集落排水（西脇地区）
農業集落排水（黒田庄地区）

⑧出会地区

生活排水処理施設の統廃合計画（案）

旧西脇市

旧黒田庄町



持続可能な下水道事業

処理施設の廃止と処理区の統合

芳田地区農業集落排水



MP

MP

MP

MP

MP

MP

出会地区浄化センター

岡崎上王子地区浄化センター

明楽寺落方地区浄化センター

水尾地区浄化センター

MP

芳田分区全体図

合山地区浄化センター

･･･H29年度まで

･･･H30年度実施

･･･既設管流用

･･･H31年度以降



40

黒田庄小苗地区を黒田庄北部地区へ統合（農業集落排水）

船町橋への添架
小苗中継ポンプ場切替作業

汚水管と水道管



浸水対策事業

○西脇地区
・日野第１号雨水幹線工事（H29～H30)
・郷瀬第１号雨水幹線工事（R1～）

○黒田庄地区
・黒田庄町福地地区（効果事例と国土交通大臣賞）



日野こども園

●
Ａコープ

事業位置図

日野小学校

●
郷瀬霊苑

●
旧セブンイレブン

R1 工事着手

H
3

0



日野第１号雨水幹線整備

雨水排水
BOX;1500×1000 3.0‰

H30工事範囲



横 断 図

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ
□1500×1000

3.0‰

杉原川

杉原川

工 事 概 要 写 真

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ
□1500×1000

3.0‰

西仙寺橋



工事状況写真 日野第１号雨水幹線整備





計画断面図（景観配慮箇所）

▽通常部の
水路底の高さ

西側

東側：ﾎﾟｰﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積 西側：ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＬ型擁壁

ホタルの保全のため
居場所となる“深み”
を設ける(H=20cm)

※表面のざらつきで幼虫が
よじ登ることができる

全長280ｍのうち深み区間を４箇
所設ける（10ｍ/箇所）

郷瀬第１号雨水幹線整備



加古川

福地川

水田貯留

水田貯留

ポンプ排水

加古川へ

河川・流域対策の効果事例（西脇市黒田庄町福地地区）

○西脇市黒田庄町福地地区では、平成25年台風第18号で、約20haが浸水し、道路やJR線路の冠水のほか、住宅では
床上浸水4戸、床下浸水31戸と大きな被害が発生。

○このため、「ながす」と「ためる」と「そなえる」をあわせた総合治水を基本とした、地域と一体となった浸水対策計画を策
定し、平成28年度に整備を完了。

○平成30年7月豪雨による出水では、浸水被害のあった平成25年の台風第18号を上回る累加雨量であったが、地元の
そなえる対策（事前防災行動）も加わり、住宅の浸水戸数は「ゼロ」になった。

⑦ため池貯留●
（事前放流）

①河床掘削（県）

②福地川堤防嵩上

⑤雨水ポンプ場建設

➃樋門整備（門柳川）

③樋門改良（加古川）

⑥農業用用水
ﾎﾟﾝﾌﾟの活用

⑧水田貯留

（普）福地川

平成25年台風第18号に
よる浸水（約20ha）

福地地区の浸水対策計画

事象 平成25年
台風第18号

平成30年
7月豪雨

累加雨量 183㎜
（28h）

332㎜
（68h）

24時間
最大雨量

171㎜ 156㎜

1時間
最大雨量

17㎜ 30㎜

床上・
床下浸水

4戸・31戸 0戸・0戸

その他の冠水 道路､JR 無し

加古川
福地川

① 加古川河床掘削 河川水位低下（河川）
② 福地川堤防嵩上1.5ｍ （下水道）

（10㎥/sを自然流下可能）
③ 雨水ポンプ場 (下水道)
➃ ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄの改良・新設（福地川等)(下水道)

H25台風第18号水位

H30.7月豪雨水位

①

∇HWL
水位差
1.05ｍ

②

市道
JR 樋門

掘削
嵩上

水田

∇64.95
63.90▼

住宅浸水なし

∇65.20

③ポンプ排水

ため池貯留

事前ゲート操作
（上流カット）

事 業 効 果

∇64..80

63.50∇

④



⑦ため池貯留●
（事前放流）

① 河川対策（県）

⑥農業用用水
ﾎﾟﾝﾌﾟの活用

⑧水田貯留

②幹線排水路堤防嵩上

⑤ 雨水ポンプ場建設

➃樋門整備（門柳川）

③樋門改良（加古川）

総合治水対策により、事業費を軽減
【地元・市・県との連携】

地元との調整会の様子

下水道事業による総合治水計画（西脇市黒田庄町福地）

①平成25年9月台風18号により、甚大な被害が発生した。
平成26年度に特定環境公共下水道事業計画（雨水）を作成し、同年に本事業の採択を受け、翌年度主要な工
事は完了している。

②総合治水の「ながす」「ためる」「そなえる」という考え方を取り入れ、河川管理者である県、市と地元と
が一体となって原因究明から集落における水の流れ地域特性の分析を行い浸水対策計画作成までを行った。

③現在は、地元で作成したタイムラインにより、防災訓練なども行い、事前防災活動を中心として水害対策が
実施している。

⑦ ため池貯留（事前放流）

⑥農業用用水ポンプの活用

効果的に組み合わせる

ながす対策
県：河川整備
市：下水道施備

ためる対策
（水田貯留、ため池貯留など）

そなえる対策
（地元によるタイムライン、樋門管理など）

総合治水

（ ）

③ 樋門改良（加古川） 水防訓練（避難所へ送迎）

⑤福地雨水ポンプ操作手順

水防訓練（事前点検）

H25台風18号の状況

② 幹線排水路堤防嵩上

① 河川対策（県）

⑤ 福地雨水ポンプ場建設

② 幹線排水路堤防嵩上

15㎥/分



50

平成30年７月豪雨【黒田庄町福地】 浸水区域図

未整備の場合 8.7ha  住宅浸水９戸

実績(整備後） 2.8ha 住宅浸水無し
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